
【目次】

教職に関する科目 各科目に含めることが必要な事項 授業科目 頁

教職の意義及び教員の役割

教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等
を含む。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育基礎論 3

教育史 4

教育社会学 6

教育制度論 7

教育課程の意義及び編成の方法 幼児教育課程論 8

幼児総合指導法 9

保育内容（健康） 10

保育内容（人間関係） 11

保育内容（環境） 12

保育内容（言葉） 13

保育内容（音楽表現） 14

保育内容（造形表現） 15

保育内容（児童文化） 16

教育方法論 17

教育情報メディア実習 18

マイクロティーチング実習 19

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法

幼児臨床心理学 20

1

発達と学習の心理学 5

現代教職論

保育内容の指導法

幼稚園教諭養成課程における授業科目のシラバスの例

教育課程及び指導法に
関する科目

生徒指導、教育相談及
び進路指導等に関する
科目

教職の意義等に関する
科目

教育の基礎理論に関す
る科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程（障害のある幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活
用を含む。）

shin-m
テキストボックス
 資料３（別紙１１）



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

共通教職  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1K145701 科目コード E1K1457

授業の方法 講義 単位数 2

期別 前期 曜日・時限 月５

授業科目 現代教職論② 

Studies of Teaching Profession

副題 教育実践的な視点から見た教師の姿

担当教員 大芦 治

履修年次／セメスター １年 前期 時間数 30 受入人数  

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)    

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教２２０８

概要 教員の職務の特質や意義について、教育現場で実際に教育活動に従事する講師から提供される話題なども
含めながら論じる。

目的・目標 ＜目的＞ 
教員の職務の特質や意義について理解する。また、単なる机上の空論になることを避けるために、教育現場
で実際に教育活動に従事する講師から提供される話題を通して現代の教育の実情に触れながら理解を深め
てゆく。 
 
＜目標＞ 
・教員の職務の特質や意義について理解できるようになる．（知識・理解） 
・また，教員の職務の特質や意義について自分なりに考察することができるようになる．（思考・判断） 
・また、単なる机上の空論になることを避けるために、教育現場で実際に教育活動に従事する講師から提供さ
れる話題を通して現代の教育の実情に触れながら理解できるようになる。（態度） 
・実際に教育現場で活躍する講師の講義を通して教育に対してより日常的な興味・関心をもつことができるよ
うになる（興味・関心） 

授業計画・授業内容 １．オリエンテーション：教員免許法が定める教職に関する科目のなかでの「現代教職論」の位置づけについて
２．教員とは：教員という職業のありかたについて近代の日本の教育制度の変遷に沿って検討する．復習：ノ
ート 予習：資料等を教示する． 
３．今日の教員の職務（１）：授業，学級経営，生徒指導，校務分掌など教員の仕事をさまざまな角度から考察
する．復習：ノート 予習：資料等を教示する． 
４．今日の教員の職務（２）：現職教員へのインタビュー（録音，ビデオ等）などを用いながら教員の職務につい
て考察．復習：ノート 予習：資料等を教示する． 
５．今日の教員の職務（３）：（上記の（２）のつづき）復習：ノート 予習：資料等を教示する． 
６．教員と他の職業：他の職業との比較を通して教員の独自性（身分，服務，研修など）について考察する．復
習：ノート 予習：資料等を教示する．  
７．現代の教員に求められるもの（１）：免許更新制度など，現在，教員のありかたをめぐって行われている議
論について．復習：ノート 予習：資料等を教示する． 
８．現代の教員に求められるもの（２）：マスコミを賑わしている教員の不祥事について新聞記事などを素材に
考える．復習：ノート 予習：資料等を教示する． 
９．諸外国の教員：欧米各国では教員の資質としてどのようなものが求められているかを概観する．復習：ノー
ト 予習：資料等を教示する． 
10．教員の生活とストレス：教員や福祉職などに従事する者の燃え尽き（バーンアウト）症候群について考え
る．復習：ノート 予習：資料等を教示する． 
11．教員の人生：教員の人生を綴った手記をとおして教員の人生について考察する．復習：ノート 予習：資料
等を教示する． 
12．教員の適性：みずからの教員の適性について考える（小レポートなどを課す予定）復習：ノート 予習：資料
等を教示する． 
13．小学校教諭：とくに小学校教員として求められている適性について考察する．復習：ノート 予習：資料等を
教示する． 
14．幼稚園教諭：とくに幼稚園教員として求められている適性について考察する．復習：ノート 予習：資料等を
教示する． 
15. 特別支援学校教諭：とくに幼稚園教員として求められている適性について考察する．復習：ノート 予習：資
料等を教示する． 

キーワード 教師 教職 

教科書・参考書 適宜指示。

評価方法・基準
毎回の授業時に提出してもらう小レポート（合計８０％）ならびに小論文（２０％）提出してもらいそれをもとに評
価する。

履修要件 指定された時間割に添って履修すること 予備知識などはとくに不要

備考 授業の日程等について初回の授業時に詳しく説明するので，必ず，出席すること． 
 
履修に際しては予習，復習が義務づけられています．予習，復習の具体的な内容などについては授業の進度
により多少変更することがあります．したがって，詳細は毎回の授業の終了時にお話しします．もし，病気等で
欠席してしまった場合も，予習，復習などは必要になりますので，その場合は，必ずメールで連絡してくださ
い．詳細について返答いたします． 
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開講時に，学生の受講動機、受講に際しての要望（ニーズ）を聴取する予定 
 
この授業内容に興味をもちさらに学習を深めたい場合は遠慮なくオフィスアワー等に訪問すること．学習の深
め方は人によってさまざまなので各自の要望を聞いて参考書等を教示する． 
 
同様に授業内容が難解で分からない場合もオフィスアワー等に訪問すること．各自にあった学習指導を行う予
定である． 
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学科(専攻)・科目の種
別等 

 

共通教職  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1K000101 科目コード E1K0001

授業の方法 講義 単位数 2

期別 前期 曜日・時限 金１

授業科目 発達と学習の心理学① 

Psychology of Development and Learning

担当教員 岩田 美保

履修年次／セメスター １年（小学校課程）

教室等 教２２０８

概要 教師が児童に対する関わりを行う際に、児童の心の発達プロセスや、学習の状況・あり方に関する基本的な
知識を有していることは極めて重要である。本講義では、発達や学習に関わる最新情報も取り入れながら、基
礎的な内容について学び、教育活動における基礎的・実践的な力量を養うことを目指す。

目的・目標 児童の発達のプロセスや学習の状況・あり方等について学ぶことを通して、教育活動にかかわる基礎的・実践
的な力量を養い、児童の心に配慮した教師の関わりについての考えを深めることを目的とする。

授業計画・授業内容 １．オリエンテーション：教育の基礎理論としての「発達と学習」の位置づけと授業の進め方について。  
２．発達と学習とは（１）：主として発達にかかわる視点や基礎知識を概説する。 
３．発達と学習とは（２）：主として学習にかかわる視点や基礎知識を概説する。 
４．発達の規定因：発達を規定する要因は何か（遺伝か環境か）についてさまざまな角度から論じる。 
５．乳幼児の有能性と愛着：乳幼児の運動機能、知覚発達、愛着に焦点をあて、乳幼児期の有能性とその発
達について論じる。 
６．社会性の発達：道徳性、向社会性、遊びや友人関係の発達に焦点をあて、社会性の発達について論じる。
７．認知発達：ピアジェやヴィゴツキーの考え方、領域固有性に関する知見を通して認知発達について論じる。
８．発達障害とは（１）：学校教育現場において対応が望まれているＡＤＨＤとその対応について概説する。 
９．発達障害とは（２）：学校教育現場において対応が望まれている学習障害（ＬＤ）、自閉性障害とその対応に
ついて焦点をあてて概説する。 
10．記憶と知識獲得：学習に大きくかかわる記憶と知識獲得のメカニズムについて論じる。 
11．行動変容と学習：条件づけや学習場面の応用について論じる。 
12．学習への動機づけ：学習への動機づけ（やる気）のメカニズムについて論じる。 
13．教授学習：教授の方法と児童・生徒の理解過程について論じる。 
14．個人差の測定：学力等の測定についての考え方、テストの信頼性・妥当性について論じる。 
15. 教育評価：教育評価の意味、方法、児童・生徒の学習への影響について論じる。 
16．テスト 

教科書・参考書 毎回プリントを配布する。教育心理学的内容に関わるＶＴＲや新聞記事なども適宜用いる。テーマに応じて心
理学（または教育心理学、発達心理学）分野の参考文献について紹介する。

評価方法・基準
授業時に毎回ミニレポートの提出を求める。最終授業時に試験（論述形式）を行う。試験60％毎回のミニレポ
ートを40％で評価する。
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学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O410001 科目コード E1O4100

授業の方法 講義・演習 単位数 2

期別 後期 曜日・時限 水３

授業科目 幼児教育課程論 

Curriculum in Early Childhood Education

担当教員 冨田 久枝

履修年次／セメスター 1年次／後期 時間数 30 受入人数

80名程度（使用
教室の都合及
び学習の質の
確保のため）

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)   可

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教４４０８

概要  構成主義に基づく幼児教育のカリキュラムを中心に、日本で行われている特徴的な 
幼児教育プログラムを発達理論の観点から検討する。 
 また、望ましい学習や発達を引き出す活動の原則について考える。

目的・目標  幼児教育の内容と方法の両方を扱い、幼児の経験や活動の選択の原則について学ぶと 
ともに、幼児教育プログラム（カリキュラムデザイン）について考察する。

授業計画・授業内容 1． 幼児教育の基本と教育課程・保育課程 
2． 保育内容の変遷と教育課程 
3． 教育課程・保育課程の実際 
4． 教育課程と保育の考え方 
5． 教育課程と子ども観 
6． 乳幼児期のあそびと学び 
7． 保育内容と領域 
8． 発達の理解と教育課程の編成 
9． 教育課程と保育理念（１）世界の教育アプローチからの検討 
10. 教育課程と保育理念（２）日本の様々な特徴的アプローチからの検討 
11．教育課程の実際（１）特色ある教育課程の編成の実際 
12．教育課程の実際（２）地域との連携を活かした教育課程の編成 
13．教育課程の実際（３）子育て支援を活かした教育課程の編成 
14．教育課程の発表（各自が作成した） 
15．これから求められる教育課程とその評価 
16．定期試験は実施せず

キーワード 教育課程、保育課程、保育理念、子ども理解

教科書・参考書 テキスト 
  「教育課程総論」小田豊・神長美津子編著 北大路書房 
参考書・参考資料等  
  「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」その他プリントを配布予定

評価方法・基準
課題提出50％（授業中２～3回小論文などを課す） 
受講態度や受講状況30％、演習への取り組み20％ 

関連科目 保育内容「環境」｢人間関係」「環境」「言葉」 
幼児教育概説

履修要件 ・幼稚園教員養成課程および幼児教育副専攻（１種）の学生を優先する 
・上記の学生の受講は原則として３年時以降に限る（１回目講義時に人数制限を行う） 
・教育実習で３週間以上欠席する場合は原則として受講できない

8

k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・教育課程の意義及び編成の方法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O417001 科目コード E1O4170

授業の方法 講義 単位数 2

期別 前期 曜日・時限 火３

授業科目 幼児総合指導法 

Teaching Methods in Early Childhood Education

担当教員 砂上 史子

履修年次／セメスター 2年次・前期 受入人数 60名程度

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)    

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教４４０８

概要 幼稚園教育要領に基づき、「環境を通しての教育」「遊びを通しての指導」等の方法的特質と、5領域のねらい
及び内容の関連について実践的に学び、指導計画を作成する能力を身につける。具体的にはテキスト、視聴
覚教材（映像）を中心に、以下の内容について講義形式で行う。

目的・目標 ・幼稚園教育要領における幼稚園教育の理念、基本を理解する 
・乳幼児期の発達をふまえ、幼稚園教育の方法的特質を理解する。 
・幼稚園教育要領の各領域におけるねらい及び内容の関連を理解する。 
・幼稚園教育の指導計画の作成を理解する。 

授業計画・授業内容 第１回：幼稚園教育の基本 
第2回：乳幼児期の発達と幼稚園教育の方法的特質 
第3回：幼稚園教育の基盤となる子ども理解 
第4回：幼児期のふさわしい生活の展開 
第5回：環境を通しての教育① 環境を通しての学び 
第6回：環境を通しての教育② 環境構成の実際 
第7回：遊びを通しての指導① 乳幼児期の発達と遊び 
第8回：遊びを通しての指導② 乳幼児の遊びの生成と展開 
第9回：遊びを通しての指導② 乳幼児の遊びに対する援助 
第10回：保育における個と集団の関係 
第11回：発達の時期に応じた指導のあり方 
第12回：保育計画の実際（教育課程・長期計画・短期計画） 
第13回：行事を生かした保育の展開 
第14回：幼稚園教育における家庭・地域との連携のあり方 
第15回：保育実践を高める省察・カンファレンス 
第16回：試験 

教科書・参考書 テキスト 
・森上史朗・渡辺英則・大豆生田啓友（編）（2001）『新・保育講座⑥ 保育方法・指導法の研究』ミネルヴァ書房
・幼稚園教育要領  
 
参考書・参考資料等 
・必要に応じて適宜指示・配布する 
 

評価方法・基準

①平常点：毎回授業時に課す簡単な課題への回答（30％） 
②課題：指導案作成課題の提出と評価（10％） 
③試験：第16回に実施し、講義内容に関する理解度を論述にて評価。（60％） 
● ①～③を総合的に評価する。 

履修要件 ・受講者の人数が多い場合は、人数制限をすることがある。 
・幼稚園課程の学生と幼児教育副専攻試験に合格した学生（幼稚園教諭一種の免許取得をめざす学生）を優
先する。 
・上記以外の学生は、履修は原則として3年次以上にかぎる。 
・教育実習で3回以上欠席する場合は、次年度に履修をまわすこと。 
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k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O406501 科目コード E1O4065

授業の方法 講義 単位数 2

期別 後期 隔週1･3 曜日・時限 木４・木５

授業科目 保育内容（健康） 

Activities in Early Childhood Education :Health

担当教員 吉田 伊津美 | 吉田 伊津美

履修年次／セメスター 2/後期 時間数 全16回（隔週） 受入人数 50名程度

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)   可

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教４４０８ | 教４４０８

概要 現代の乳幼児が置かれている状況や気になる子どもの具体的な姿を学生から聞き、生涯にわたる健康の土
台、基礎となる乳幼児期の健康について考える。そして、幼稚園教育要領における「健康」の位置づけ、ねらい
と内容について講義し、教師の役割を考察する。また、乳幼児にとっての遊びの意義、安全の指導についても
講義し、身体的側面、運動的側面、精神的側面の発達について理解することで、幼児期により適切な指導（か
かわり）ができるようになることを目指す。具体的には、テキストを中心に、以下の内容について講義形式で行
う。 

目的・目標 ・幼児教育における「健康」の位置づけ、幼稚園教育要領の領域「健康」のねらい及び内容を理解する。 
・乳幼児期の身体発達、運動発達、生活習慣の発達、心理的発達等を理解する。 
・幼児教育の基本である「遊び」の捉え方を理解する。 
・乳幼児の発達の特徴との意味を踏まえ、ふさわしい運動遊びの指導、生活習慣の指導、教師の役割を理解
する。 
・乳幼児の体や子どもを取り巻く環境に関心を持ち、その問題点、改善の方策を自分なりに考える。 

授業計画・授業内容 第1回：オリエンテーション～気になる乳幼児の姿とは？ 
第2回： 健康とは / 幼児の健康の意義  
第3回： 領域「健康」のねらい 
第4回： 領域「健康」の内容および内容の取扱い  
第5回： 領域「健康」の指導の基本  
第6回： 「遊び」とは  
第7回： 乳幼児期の身体の特徴  
第8回： 乳幼児期の生理的機能の発達  
第9回： 乳幼児期の運動発達の特徴と指導  
第10回： 乳幼児期の生活習慣の発達  
第11回： 情緒的発達と運動  
第12回： 社会性の発達と運動  
第13回： パーソナリティの発達と運動  
第14回： 知的能力の発達と運動  
第15回： 安全の指導、安全の配慮  
第16回： 試験 

教科書・参考書 テキスト 
・河邉貴子(編著) 2008 演習 保育内容健康 建帛社 （1,470円）  
 
参考書・参考資料等 
・幼稚園教育要領解説 2008 フレーベル館 （200円 ） 

評価方法・基準
① 毎回授業終了時に簡単な課題を課し、毎回の授業への取り組み・理解度を評価。(70%) 
② 試験：講義内容に関して論述式による試験を行う。(30%) 
①を中心に試験(②)により総合的に評価する。 

備考 幼稚園教員養成課程以外の学生の受講は原則として3年次以上とします（副専攻試験合格者（幼稚園教諭一
種免許取得）はのぞく）。 
 
授業は隔週で木曜日4.5時限に2コマ連続で実施します。 
第1回目の授業は2012年10月11日（木）です。 
（以降は，2012年10月25日，11月15，29日，12月6，20日，2013年1月10日を予定）
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k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O408001 科目コード E1O4080

授業の方法 講義 単位数 2

期別 前期 曜日・時限 木２

授業科目 保育内容（人間関係） 

Activities in Early Childhood Education :Human Relationships

担当教員 砂上 史子

履修年次／セメスター 2年次・前期 受入人数 50名程度

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)    

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教４４０８

概要 幼稚園教育要領の領域「人間関係」について、乳幼児期の人間関係の発達の特質をふまえ、保育における人
とのかかわりを育むための保育内容の指導法を実践的に理解する。具体的にはテキスト、視聴覚教材（映像）
を中心に、以下の内容について講義形式で行う。

目的・目標 ・幼児期の特性をふまえた幼稚園教育の内容的、方法的特質を理解する。 
・幼稚園教育要領の領域「人間関係」のねらいと内容を理解する。 
・乳幼児期の人間関係の発達を理解する。 
・保育実践における保育内容「人間関係」の指導のあり方を理解する。 

授業計画・授業内容 第１回：幼稚園教育の特質、幼稚園教育要領における5領域 
第2回：領域「人間関係」のねらい、内容、内容の取り扱い 
第3回：乳幼児期の人間関係の発達① 子どもと養育者の関係の発達 
第４回：乳幼児期の言語発達の筋道② 仲間関係の発達の 
第5回：乳幼児期の言語発達の筋道③ 乳幼児期の人間関係をめぐる今日的課題 
第6回：子どもと保育者の信頼関係の形成 
第７回：自己発揮と自己抑制（情動のコントロール） 
第８回：子ども同士のいざこざとその援助 
第9回：遊びにおける人間関係① 仲間入り 
第10回：遊びにおける人間関係② イメージを共有すること 
第11回：遊びにおける人間関係③ 協同的活動を行うこと 
第12回：遊びにおける人間関係④ ルールを守ること 
第13回：乳幼児期の人間関係の臨床発達的問題① ちょっと気になる子の理解と対応 
第14回：乳幼児期の人間関係の臨床発達的問題② 家庭との連携 
第15回：現代の子どもを取り巻く環境と領域「人間関係」 
第16回：試験 

教科書・参考書 テキスト 
・森上史朗（編）（2009） 『最新保育講座⑧ 保育内容「人間関係」』 ミネルヴァ書房 
・幼稚園教育要領 
 
参考書・参考資料等 
・必要に応じて適宜指示・配布する。 

評価方法・基準

①平常点：毎回授業時に課す簡単な課題への回答（30％） 
②課題レポート：乳幼児期の人間関係の発達を概観する課題への評価（10％） 
③試験：第16回に実施し、講義内容に関する理解度を論述にて評価。（60％） 
● ①～③を総合的に評価する。 

履修要件 ・受講者が多い場合は人数制限をすることがある。 
・受講者の人数制限をする場合は、幼稚園課程の学生と幼児教育副専攻（試験に合格した幼稚園教諭一種
免許の取得をめざす者）を優先する。 
・上記以外の学生は、履修は原則として3年次以上に履修すること。 
・教育実習で3週間以上欠席する場合は、次年度に履修すること。
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k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O406001 科目コード E1O4060

授業の方法 講義 単位数 2

期別 後期 曜日・時限 月２

授業科目 保育内容（環境） 

Activities in Early Childhood Education :Environment

担当教員 砂上 史子

履修年次／セメスター 1年次・後期 受入人数 50名程度

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)    

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教４４０８

概要 幼稚園教育要領の領域「環境」について、乳幼児期の環境とのかかわりの実際とそれに伴う発達の諸側面の
発達の特質をふまえ、保育における環境との豊かなかかわりを育むための保育内容の指導法を実践的に理
解する。具体的にはテキスト、視聴覚教材（映像）を中心に、以下の内容について講義形式で行う。

目的・目標 ・幼児期の特性をふまえた幼稚園教育の内容的、方法的特質を理解する。 
・幼稚園教育要領の領域「環境」のねらいと内容を理解する。 
・乳幼児期の環境とのかかわりと、それに伴う諸側面の発達のあり方を理解する。 
・保育実践における保育内容「環境」の指導のあり方を理解する。 

授業計画・授業内容 第１回：幼稚園教育の特質、幼稚園教育要領における5領域 
第2回：領域「環境」のねらい、内容、内容の取り扱い 
第3回：子どもを取り巻く環境 
第４回：乳幼児期の環境とのかかわりの特徴 
第5回：乳幼児期の好奇心、探究心 
第6回：自然に親しみ、植物や生き物に触れること 
第７回：季節により自然や生活に変化のあることに気付くこと 
第8回：さまざまな物や道具にかかわって遊ぶこと 
第9回：さまざまな物に触れ、その性質や仕組みに興味や関心を持つこと 
第10回：日常生活の中で数量や図形などに関心を持つこと 
第11回：日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をもつこと 
第12回：生活に関係の深い情報や施設に興味や関心をもつこと 
第13回：現代の子どもを取り巻く環境と領域「環境」 
第14回：保育内容「環境」に関連する環境構成の工夫 
第15回：保育内容「環境」に関連する模擬指導案作成 
第16回：試験 

教科書・参考書 テキスト 
・福元真由美（編）（2007）『事例で学ぶ保育内容 領域「環境』』 萌文書林 
・幼稚園教育要領  
 
参考書・参考資料等 
・必要に応じて適宜指示・配布する。 
 

評価方法・基準

①平常点：毎回授業時に課す簡単な課題への回答（30％） 
②課題：模擬指導案への評価（10％） 
③試験：第16回に実施し、講義内容に関する理解度を論述にて評価。（60％） 
● ①～③を総合的に評価する。 

履修要件 ・幼稚園課程の1年生以上の学生 
・幼児教育副専攻（試験に合格した幼稚園教諭一種免許取得をめざす学生）の学生 
・幼稚園教諭二種免許取得を希望する学生（原則3年生以上） 
・教育実習で3週間以上欠席する場合は、次年度に履修をまわすこと。
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k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O407201 科目コード E1O4072

授業の方法 講義 単位数 2

期別 後期 曜日・時限 火４

授業科目 保育内容（言葉） 

担当教員 砂上 史子

履修年次／セメスター 2年次・後期 受入人数 50名程度

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)    

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

教室等 教４４０８

概要 幼稚園教育要領の領域「言葉」について、乳幼児期の言語的発達をふまえ、保育における子どもの言葉によ
るコミュニケーション、絵本などの文化財とのかかわり等の具体的な言葉にかかわる保育内容の指導法を実
践的に理解する。具体的にはテキスト、視聴覚教材（映像）を中心に、以下の内容について講義形式で行う。

目的・目標 ・幼児期の特性をふまえた幼稚園教育の内容的、方法的特質を理解する。 
・幼稚園教育要領の領域「言葉」のねらいと内容を理解する。 
・乳幼児期の言語的発達を理解する。 
・保育実践における保育内容「言葉」の指導のあり方を理解する。 

授業計画・授業内容 第１回：幼稚園教育の特質、幼稚園教育要領における5領域 
第2回：領域「言葉」の歴史的変遷 
第3回：領域「言葉」のねらい、内容、内容の取り扱い 
第４回：乳幼児期の言語発達の筋道① 乳児期言語発達、コミュニケーション 
第5回：乳幼児期の言語発達の筋道② 幼児期言語発達、コミュニケーション 
第6回：子どもの気持ちの理解と信頼関係の形成 
第７回：自分の気持ちや考えを表現すること 
第８回：他者の言葉を、親しみをもって注意して聞くこと 
第9回：生活に必要な言葉を使う（挨拶）こと 
第10回：遊びのなかで言葉による表現をすること 
第11回：言葉による伝え合いをすること 
第12回：日常生活のなかで文字に親しみ関心を持つこと 
第13回：絵本・紙芝居に親しみ想像の世界を楽しむこと 
第14回：絵本・紙芝居の読み聞かせ 
第15回：現代の子どもを取り巻く環境と領域「言葉」 
第16回：試験 

教科書・参考書 テキスト 
・秋田喜代美・中坪史典・砂上史子（編） 2009 『保育内容 領域「言葉」』 みらい 
・幼稚園教育要領 
 
参考書・資料等 
・必要に応じて適宜指示・配布する。

評価方法・基準
①平常点：毎回授業時に課す簡単な課題への回答（30％） 
③試験：第16回に実施し、講義内容に関する理解度を論述にて評価。（70％） 
● ①と②を総合的に評価する。 

履修要件 ・受講者が多くなった場合は、人数制限をすることがある（受入れ人数は50～60名程度）。 
・受講者の人数制限をする場合は、幼稚園課程の学生と幼児教育副専攻試験に合格した者（幼稚園教諭一
種の免許の取得をめざす者）を優先する。 
・上記以外の学生は、履修は原則として3年次以上にかぎる 。 
・教育実習で3週間以上欠席する場合は、次年度に履修をまわすこと。
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k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O405101 科目コード E1O4051

授業の方法 講義・演習 単位数 2

期別 通期 曜日・時限 火４

授業科目 保育内容（音楽表現） 

副題 リトミック ミュージカル

担当教員 岡部 裕美

履修年次／セメスター 3 時間数 60 受入人数 30

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)    

他学部(他研究科)  

科目等履修生 可

幼稚園課程専攻 副専攻

教室等 教音楽棟１１,教音楽棟合奏室

概要 幼稚園での音楽活動は保育者の音楽能力・音楽活動の影響を多く受けることを認識し、保育者がどのように
幼児の表現活動を引き出すかを考察する。また様々な音楽表現活動を観察、体験を通して創作活動へと展開
し、総まとめとして実際に「ミュージカル」を製作、附属幼稚園で上演する。

目的・目標 幼児の様々な音楽活動を視野にいれ、幼児期の音楽表現とその指導法にについて、学習する。最終的に附
属幼稚園でのミュージカル上演を目標に、舞台芸術、合唱、歌唱、指揮、身体表現（ダンス）、楽器演奏などあ
らゆる角度から表現について考察していく。

授業計画・授業内容 第1回：ガイダンス 音楽表現とは 
第2回：ダルクローズの音楽教育法①：ユーリトミクスについて 
第3回：ダルクローズの音楽教育法②：身体表現、音楽解釈、即興演奏 
第4回：コダーイ・メソード①：コダーイの音楽トレーニング 
第5回：コダーイ・メソード②：子どもの発達のためのアプローチ 
第6回：オルフ①： 身体創作表現 
第7回：オルフ②：オルフ楽器を使用した楽器演奏 
第8回：発表：グループに分かれ、身体表現を含めた発表をおこなう 
第9回：舞台芸術について考える 
第10回：ミュージカル鑑賞① 
第11回：ミュージカル鑑賞② 
第12回：オペラ鑑賞① 
第13回：オペラ鑑賞② 
第14回：日本の伝統芸能における身体表現 
第15回：歌舞伎における音楽、身体表現 
第16回：まとめ 
第17回：ミュージカル上演演目の決定と配役、楽器隊を決める。 
第18回～第20回 
：ミュージカル①②③：合唱練習、ソロ練習、楽器隊は聴き取りして楽譜を製作する。 
第21回～第24回 
    ：ミュージカル④⑤⑥⑦：振り付けをし、楽器隊と合わせる。 
第25回：ミュージカル大道具、小道具、衣装の製作 
第26回～第27回 
：ミュージカル⑧：背景セット、衣装もつけ、舞台転換などを考察する 
第28回：ミュージカル⑨：附属幼稚園でリハーサル 不具合を調整 
第29回：ミュージカル⑩：附属幼稚園でミュージカルを上演する 
第30回：まとめ：上演したミュージカルのビデオを鑑賞し振り返りをおこない、レポートにまとめて提出する。 
 

キーワード リトミック・ミュージカル

教科書・参考書 「音楽教育メソードの比較」

評価方法・基準

授業への積極的参加 40％  
ミュージカルへの取り組み 
  （グループ活動における創造的な表現活動の積極性）40％ 
レポート提出 20％ 
  
出席：1/3以上の欠席は不可 
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k-ohata
テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O408501 科目コード E1O4085

授業の方法   単位数 2

期別 前期 曜日・時限 金５

授業科目 保育内容（造形表現） 

担当教員 槇 英子,中澤 潤

教室等 教４４０８

概要  幼児期の造形表現とその指導法について、テキストと映像からだけでなく、実際に現場で用いる多様な教材
や用具に触れ表現や指導を体験することから学ぶ．前半は主に造形活動を通してその意義や物的環境の理
解を深め、後半はグループでの模擬保育を通して指導計画・環境設定・言葉かけなど、人的環境にかかわる
事柄について学び、教育要領から振り返る．最終的に、作品や学びの記録をスケッチブックに整理する．

目的・目標 表現を通して豊かな感性を育み、幼児の造形表現指導に必要な知識と技能を修得する．すべての幼児が表
現を楽しむことができるような保育を構想し、実践できる創造的な幼児教育者の礎を築く．

授業計画・授業内容 １．オリエンテーション：幼児の造形表現を幼児期の振り返りと映像によって概観し、授業の見通しをもつ． 
２．線描表現：保育で用いられる描画材を理解し、クレヨンによる多様な表現について学ぶ． 
３．絵具表現：絵具を用いた多様な技法を学び、心の開放を体験してその意義について考察する． 
４．版画表現（１）：版表現の楽しさを体験し、造形行為と表出・表現について学ぶ． 
５．版画表現（２）：多様な版画技法、ローラー遊びを体験し、環境設定について学ぶ． 
６．紙素材（１）：新聞紙・折り紙・京花紙を使った多様な表現を楽しみ、創造的な表現を行う． 
７．紙素材（２）：紙から粘土を作り、立体的な表現を行い、紙素材の可能性について学ぶ．  
８．造形表現の発達：描画の発達について学び、小麦粉粘土を素材として視覚と触覚について考察する． 
９．模擬保育（１）感性・イメージを豊かに：活動への導入を工夫して指導計画を立て実践する．  
10．模擬保育（２）環境を豊かに：子どもが参加する壁面製作の指導計画を立て実践する． 
11．模擬保育（３）遊びを豊かに：ごっこ遊びや劇遊びに発展する造形活動を計画し実践する． 
12．模擬保育（４）行事を豊かに：造形活動をいかした創造的な行事を計画し、実施する．  
13．模擬保育（５）総合的な活動：造形活動をいかした遊びの広場を設定し、遊びを発展させる．  
14．指導形態と方法（１）：コーナー保育を手がかりに指導形態について考察し、教育要領から振り返る． 
15．指導形態と方法（２）：海外（レッジョ・エミリア）・国内の指導事例から学ぶ． 
16．試験（課題レポートを作成する．） 

教科書・参考書 槇 英子『保育をひらく造形表現』萌文書林2008年 
 
参考書・参考資料等  テキストの該当ページに紹介されているので、各自で読み進めること．

評価方法・基準 出席状況 30％ スケッチブックの評価50％ 提出プリントとレポート20％

15
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テキストボックス
教育課程及び指導法に関する科目・保育内容の指導法

k-ohata
長方形



学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O407601 科目コード E1O4076

授業の方法 講義・実技 単位数 2

期別 後期 曜日・時限 水３

授業科目 保育内容（児童文化） 

担当教員 今田 由香,砂上 史子

履修年次／セメスター 3年 後期 時間数 30 受入人数 50

受講対象 自学部他学科(自研究科他専攻)   可

他学部(他研究科)  

科目等履修生  

教室等 教２２０２

概要 絵本の特性を知ること、絵本に描かれたものを読み解くこと、創作体験などの創造的な学びを通して、子ども
が生みだす文化と子どもを取り巻く文化について理解を深める。テキストや視聴覚教材を用いた講義に加え
て、実践的な活動も取り入れるので、受講生には授業への主体的な参加を期待する。

目的・目標 ・ 絵本にあらわれた子ども・大人のイメージを読み取る経験を通じて、自らの子ども観を見直す。 
・ 子どもの感性や表現を豊かにし、言葉の育ちを支え、そしてなによりも人との関わりの機会をもたらす児童
文化財である絵本に親しみ、その特性を知ることで、保育場面において絵本を活用するための発想力や企画
力を身につける。 

授業計画・授業内容 授業計画 
第 １回：オリエンテーション  
第 ２回：「おべんとう絵本」の制作  
第 ３回：「おべんとう絵本」の発表 
第 ４回：絵本の視覚表現性 （形・色・素材・技法） 
第 ５回：絵本の視覚表現性 （絵本の構造） 
第 ６回：絵本の言葉  
第 ７回：わたしが好きな絵本（なぜ好きかを考えてみる） 
第 ８回：子どもに人気の絵本（共通点をみつける） 
第 ９回：子どもが絵本と出会う場所（ブックスタート活動・図書館・書店 他） 
第１０回：「てのひら絵本」体験 
第１１回：絵本を使った保育活動例の紹介 
第１２回：絵本のなかの子ども 
第１３回：絵本のなかの大人 
第１４回：絵本の周辺領域を概観する（美術・文学・映画・紙芝居・アニメーション・マンガ） 
第１５回：授業のまとめ  
第１６回：試験（レポートを作成して提出） 

教科書・参考書 初回の授業で指示する。 
授業の中で適宜配布、紹介する。

評価方法・基準 授業への参加状況（30％）授業中に出す課題（20％）レポート（50％）

備考 ・受講者が多くなった場合は、人数制限をすることがある（受入れ人数は50名程度）。 
・受講者の人数制限をする場合は、幼稚園課程の学生と幼児教育副専攻試験に合格した者（幼稚園教諭一
種の免許の取得をめざす者）を優先する。 
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教育課程及び指導法に関する科目・教育の方法及び技術（情報機器及　び教材の活用を含む。）

k-ohata
長方形
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テキストボックス
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学科(専攻)・科目の種
別等 

 

幼児  
・・・・・・・・・・・・・・・ 

授業コード E1O418001 科目コード E1O4180

授業の方法   単位数 2

期別 前期 曜日・時限 集中 

授業科目 幼児臨床心理学 

Clinical Psychology in Early Childhood

担当教員 西本 絹子,中澤 潤

教室等 教４４０８

概要 １．カウンセラーとは異なる教師の行う教育相談の役割と特徴を理解し、教育相談の方法の基礎にある理論を
学ぶ。 
２．幼児期の子どもとその家庭に関する臨床的問題の実際、及び現代の教育現場における諸問題を理解す
る。 
３．多様な保護者・様々な困難を抱える子どもとのつながり方・理解の仕方の原則を理解し、内外の資源と連
携しながら支援するための知識と技能を習得する。

目的・目標 １．カウンセリングとその基礎理論について概要を理解できる。 
２．高度専門職業人を目指す者として、学校教育における教育相談の重要性を理解し、教育相談に必要なカ
ウンセリングマインドの姿勢と技能を身に付ける。 
３.幼児期の子どもやその保護者をめぐる多様な問題に対して、科学的な知識に基づいて多面的かつ柔軟に
把握し、支援の方法が理解できる。

授業計画・授業内容 １．教育相談とは何か：教育相談の目的と内容  現代の子どもをめぐる諸問題    
２．教育相談とは何か：子ども理解の原則 発達的視点 生態学的理解 インクルージョンの視点  
３．教育相談とは何か：子ども理解の原則 問題行動・症状の意味 アセスメントとは何か 
４．教育相談の技法：対象理解の方法  行動観察 面接 検査 医学的診断 
５．相談の技法：カウンセリングの基礎理論    
６．相談の技法：保護者との面接の進め方  技法の基礎 
７．子どもの発達と臨床：対人関係の発達と臨床的問題  愛着  気になる子ども  
８．子どもの発達と臨床：家庭をめぐる臨床的問題  育児不安  異文化  
９．子どもの発達と臨床：ことばの発達と臨床的問題  ことばの遅れ コミュニケーション障害 
10．子どもの発達と臨床：発達障害  発達障害とは何か 
11．子どもの発達と臨床：発達障害  広汎性発達障害（１） 知的障害を伴う場合 
12．子どもの発達と臨床：発達障害  広汎性発達障害（２） 自閉症スペクトラム 
13．子どもの発達と臨床：発達障害  ADHD LD  
14．子どもの発達と臨床：親の障害の受容 
15．まとめ 
16. 試験 

教科書・参考書 テキスト 資料を配布する。 
参考書・参考資料等  資料を配布する。

評価方法・基準
学生に対する評価 試験（小論文）・授業の内容的参加度（授業内のロールプレイやグループ討論に対する取
り組み状況と参加態度、授業内レポートの充実度）から総合的に評価する。その割合は50％対50％とする。

備考 7/7（土）1限～5限 
8/6（月）1限～5限 
8/7（火）1限～5限
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